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1.令和元年度活動の振り返り
【国産花き需要拡⼤推進協議会の⽬的】

「花のある豊かな暮らし」を全国に広め、
⽇本の花き需要の拡⼤と花き園芸⽂化の振興を図ることを
⽬的に活動いたします。

⽣産、流通、⼩売など、花業界に関わる⼈々が⼀丸となり、
⽣活者の⽅々の動向を知る消費実態調査および
その結果から⾒える仮説に基づき、
花の需要拡⼤のための様々なプロモーションや
コミュニケーション活動に取り組みます。
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①消費者実態調査（定量）※全国 2,000⼈⼥性
②消費者定性調査（定性）※6名×4グループ
③花店ホームユース取り組み調査 ※487店回答
④花のABCワークショップ実施 ※323名／来店時、花プレゼントプログラムの実施
⑤ワークショップ参加者アンケート ※第1回 298名、第2回 119名、第3回 88名回答

消費者の実態調査の結果を踏まえて、潜在層をターゲットに
「花のある暮らし」のきっかけづくりとなるアプローチ⽅法や
プロモーション⼿法を導き出し、その効果を実証。プログラムを
モデル化。

ホームユースの現状

現状把握と課題抽出の可視化
・消費者の実態調査 ・花店の取り組み調査

ホームユースの課題

花のホームユース需要拡⼤のために

◆協議会運営

◆事業の成果物

◆実施内容

①中央・企画検討委員会（各3回開催）
②事業実施報告会（コロナ対策のため中⽌）

①花のある暮らしを広げる⼤作戦 ※業界向け普及啓発ツール（10,000部）
②ワークショップ実施花店のインタビュー動画 https://youtu.be/qmsXSV0ms
③普及啓発⽤ホームページの開設 https://homeuse-hana.jp/

※各種調査、事業実施報告書を掲載

「30〜40代の低すぎる購⼊率」
「⼥性の著しい花離れ」待ったナシの状況

令和元年度活動概要
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＋

実施報告書

花業界向け啓発情報紙
『⽇本全国「花のある暮らし」を

広げる⼤作戦』
25,000部

令和元年度成果物
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　　　　　　　　　　　　　　　全　体 2000 3.5 17.5 14.9 22.8 41.3

20代子無 190 1.6 12.6 8.4 17.4 60.0

20代子有 60 1.7 10.0 5.0 21.7 61.7

30代子無 253 1.6 14.6 11.5 19.0 53.4

30代子有 247 1.2 10.9 13.0 24.7 50.2

40代子無 247 1.6 13.4 12.6 26.7 45.7

40代子有 253 4.0 13.0 15.8 25.7 41.5

50代子無 180 5.6 21.1 20.6 23.3 29.4

50代子有 320 5.9 22.2 18.8 23.8 29.4

60代子無 62 6.5 27.4 17.7 24.2 24.2

60代子有 188 6.4 34.0 20.7 19.7 19.1

F

4

_

r

e

c

_

2

_

m

i

x

年代別
切り花

知識レベル

20代で8割、30代で7.5割
40代でも7割が花の知識ナシ

2019年6⽉実施
全国政令指定都市在住
25歳〜65歳⼥性2,000⼈

花のホームユース意識実態調査
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花のホームユース意識実態調査
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花のホームユース意識実態調査
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花のホームユース意識実態調査
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飾る
場所がない
時間がない

花は⾼い すぐ
枯れる

花に関する
知識・技術がない

コンプレックス

花を飾るとは＝
ちゃんとした花瓶に
たっぷり花を⽣ける

という思い込み

花店で花を
1本だけ買うのは

申し訳ない
＝花店への遠慮

“正しく”飾れないから…という⾃信のなさを解決する
プログラムの提供が必要ではないか︖

この三⼤理由（イメージ）の陰に潜んでいる「本⾳」は何︖︖

実証プログラムへ

■花のライトユーザーや潜在客が、現状「誰かのため」に「⾮⽇常」で「⽬的的」に「正しさ」を
気にしながら購⼊している状況から、
「私のため」に「⽇常」で「⾮⽬的的」に 「楽しさファースト」で購⼊するスタイルへと導く

■切り花そのものや花店に対して感じている敷居や壁を取り払うためのトライアル促進策
■もっと切り花と接する機会を増やしてもらうためのタッチポイント創出策
■切り花を⽇常に取り⼊れることに対する苦⼿意識や⾯倒臭さを払拭する知識や情報の啓蒙

実証プログラムに必要なポイント

フォーカスグループインタビュー結果より

花のホームユース意識実態調査
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2019年10⽉〜12⽉
国需協会員様の全国18店の花店ご参画、323名の花初⼼者が体験︕

＜潜在客を探して店の外へ︕＞
＊⾞のディーラー店
＊TSUTAYA様店内で
＊企業の福利厚⽣として
＊保育園の先⽣&ママたちに

…etc

＜⾃店への送客プログラム＞
ワークショップ体験後、6週間に渡り
花1本と引き換えできるスタンプカード
を提供。花店に⾜を運んでいただき、
習慣化に繋がるか検証
⇒参加者の3〜5割が引換来店

実証プログラム#花のABCワークショップ



スタッフ教育の⼀環︕
スタッフ達が
毎週⼼を込めて
作っている売り場

SNSで発信も︕︕
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Q6.花のある暮らしへの興味（単⼀回答）

「少しずつ⽣活に取り⼊れたい」44.5％が最も⾼く、「⽣活に取り⼊れようとは思わない」という回答は
⼀⼈もおらず、WS実施後3~4か⽉経過しても、ほとんどの⼈が「少しでも花を取り⼊
れていきたい」という気持ちが継続している︕

花交換で何度も店頭に訪れた【ヘビー】は「花を積極的に⽣活に取り⼊れたいと思う」45.2％
という気持ちが⾼い。なお、⼀度も訪れなかった【⾮利⽤】は「気が向いた時に取り⼊れてみようと思う」
42.5％が⾼く、ミドルやライトは「少しずつ⽣活に取りいれていきたいと思う」50.0%となっている。
⽣活に取り⼊れたい積極性と、花交換プログラムの利⽤が⽐例している。

Q8.⾃宅⽤切り花購⼊に対する気持ち（単⼀回答）

「今より少し購⼊は増えると思う」66.4%が最も⾼く、「もっと購⼊する」を⾜した
82.4％の⼈が、「WS＆花交換」を体験することで購⼊意向が上がっている。

Q6の⽣活への取り⼊れ⽅の積極性と同様に、花交換で何度も店頭に訪れた【ヘビー】は約3割が
「今よりももっと購⼊すると思う」と回答しており、全体と⽐べて⾼い。
【ミドル】と【ライト】は「今より少し購⼊は増えると思う」、【⾮利⽤】は「変わらない」が全体と⽐べて⾼く、
花交換の利⽤状況と⾃宅⽤切り花の購⼊意向に相関関係が⾒られた。
花交換を絡めた「花店送客プログラム」が、花を飾るモチベーション維持と、
実際の購⼊⾏動にスィッチする可能性を⾼めていることを⽰唆する結果となった。

今回の取り組みで 約12%の積極的なユーザーを⽣み出した 計算。
潜在客がユーザーへとスィッチする⼼理的ポイントは「花って楽しい︕」と思えるかどうか

ワークショップ体験3〜4ヶ⽉後
体験者第2回⽬アンケート結果より
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#花のABCワークショップ全国の開催事例

近隣のカーディーラーや⼤型書店など商業施設内で開催

会社内の会議室などをお借りして開催

近隣のカフェをお借りして開催

幼稚園の先⽣たち向けに開催
全国の参加花店が
各地域の近隣施設や
法⼈顧客と交渉し
集客＆実施
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動画「花のABCを伝えるワークショップを実施した
花屋さんインタビュー」

https://youtu.be/__qmsXSV0ms
（2020年3⽉末公開）
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1.ホームユース需要をきっかけにした花の需要拡⼤プロモーションは以下の企画により
実施
 ⼿軽に⾃宅で花を飾るワークショップ開催運営の紙媒体及び動画によるマニュアル化（主催側）
 花業界メンバーが⼿軽にスタートできるキット開発（パッケージ化・主催側）
 法⼈企業への集客装置としてのフラワーワークショップ・プログラムツール開発

（営業ツール・花店向け）
 法⼈向けワークショップ企画と連動した主催者花の⼩売店への集客ツールの開発

（来店誘導カードなど）
 ワークショップ参加者と開催法⼈へのアンケートにより異業種の反応の検証と更なる開催業種別需

要の検証
 切り花⽣産地アイテムの消費者へのアピール場所としての連携したワークショップ開催を⾏い、

花の素材ごとの飾り⽅マニュアルの作成

2.プロモーションの実証検証結果は、ワークショップ開催による花店への集客動向と法
⼈向けプログラム販売による動向を検討

3.ワークショップ開催による⼩売店への集客とワークショップスターターキットなどによる
運営の⼿軽さなどを実証検証とし、報告会により広めるとともに、誰もが活⽤できる
ものとして、WEBサイトでの公開を⾏い、普及を⾏うとともに、全国でのプロモーショ
ンとして展開
 活動評価は、MPSジャパン(株)が実施している『花と野菜、環境に関する調査』の「⾃宅⽤花の

購⼊頻度」を指標として⽬標に設定

本事業は単年度事業であるが、今年度の事業成果をモデル化し、次年度以降は花の
⼩売店を中⼼に⾃⾛するプロモーションとして全国展開を⽬指すとともに、今回の検証
による新たなホームユース需要・初めてのフラワーギフト需要など新たな花の購⼊に繋
がるきっかけを検証して次年度の活動として、さらなる切り花需要の拡⼤に取り組む。

コロナで
⼩売り起点の
活動全て休⽌

令和2年度スタート当初の活動計画
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2020年5⽉20⽇、コロナ禍の影響で花のホームユース顕在化
by 花の国⽇本協議会

【ご参考】花の国⽇本協議会配信のニュースリリース
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【ご参考】花の国⽇本協議会配信のニュースリリース
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【ご参考】花の国⽇本協議会配信のニュースリリース
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花初⼼者向け特設サイト
世界⼀ハードルが低い花屋
『はじめて花屋』
2020年6⽉12⽇公開

#花のABCの活動〜⽇本花き振興協議会の令和2年度活動に横展開

【ご参考】⽇本花き振興協議会によるサイト『はじめて花屋』
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花店店頭やワークショップなどの
活動にて、花初⼼者のお客様に配布

動画サイト
QRコード

ポストカード10万部
（動画への導線として制作）

#花のABC 動画制作（2020年9⽉7⽇公開）
『はじめて花屋』内に掲載

#花のABCの活動〜⽇本花き振興協議会の令和2年度活動に横展開

【ご参考】⽇本花き振興協議会によるサイト『はじめて花屋』


